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議

田
島
先
生
を
遁
慕
す黒

巌

正

岡
島
先
生
忽
罵
と
し
て
亡
く
去
ら
れ
た
。
思
ひ
山
内
深
き
も
の

が
津
山
る
る
。
曲
申
問
の
乙
と
に
つ
き
で
の
話
は
そ
の
人
が
あ
ら

ぅ
。
私
は
製
間
以
外
に
先
生
の
御
指
導
を
恭
ふ
し
た
と
と
が
頗

宇イ

r 
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第
二
就

一
三
大

る
多
い
。
殊
に
先
生
は
御
存
じ
の
通
り
の
「
酒
仙
」
と
さ
へ
い
は

れ
、
沼
の
歎
美
者
で
あ
っ
た
、
私
も
柳
か
酒
を
噌
ん
だ
。
そ
の

関
係
か
ら
し
て
私
は
先
生
の
酒
聞
に
於
け
る
行
欣
を
よ
〈
知

り
、
先
生
の
面
白
の
躍
如
た
る
も
の
を
常
に
見
出
し
、
痛
快
を

禁
じ
得
友
か
っ
た
の
で
あ
る
。

経
済
事
部
が
法
皐
部
か
ら
狗
立
し
た
大
正
八
年
の
秋
、
初
め

て
同
好
曾
紅
る
も
の
が
出
来
た
際
、
私
は
ク
ラ
ス
代
表
の
一
人

で
あ
っ
た
。
閃
好
憎
た
る
AW名
は
ル
の
時
、
先
生
が
命
名
活
れ

た
の
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
初
め
て
同
好
曾
の
放
行
が
あ
っ
て
、

伊
勢
参
宮
を
企
て
た
。
粧
済
車
部
長
た
り
し
先
生
に
引
率
さ
れ

て
随
分
津
山
の
事
生
が
出
か
け
錠
舎
だ
っ
た
。
そ
の
頃
か
ら
私

は
常
に
先
生
の
許
に
出
入
し
て
御
世
話
に
た
っ
た
。

大
正
十
二
年
、
私
が
伯
林
忙
居
た
時
、
先
生
が
海
外
蹴
察
の

途
失
、
調
布
漣
に
入
園
さ
れ
た
。
先
生
は
初
め
ペ
ル
ギ

1
に
居
ら

れ
た
が
、
ハ
イ
デ
ル
ペ
ル
ヒ
に
居
た
汐
見
三
郎
教
授
が
、
先
生

を
迎
へ
に
来
た
の
で
、
先
生
は
某
伯
爵
綱
子
と
共
に
ハ

4
デ
ル

ベ
ル
ヒ
へ
赴
か
れ
た
。
所
が
先
生
は
常
時
仲
・
身
元
気
で
、
昔
の

洋
行
気
分
に
若
返
へ
り
相
嘗
に
杯
を
皐
げ
ら
れ
た
が
、
何
分
に



も
相
手
が
禁
酒
家
の
汐
見
博
士
で
あ
る
。
大
阪
商
科
大
事
の
藤

岡
敬
三
教
授
も
居
た
が
、

と
て
も
膝
接
は
出
来
ぬ
。
そ
と
で
了

度
そ
の
頃
、

リ
ツ
ナ
ル
ト
の
許
で
哲
壌
を
研
究
し
て
居
た
三
木

清
氏
を
傭
兵
に
た
の
ん
で
来
て
相
手
を
し
で
貰
っ
た
が
、
二
一
木

君
は
畑
違
の
事
と
て
毎
日
と
い
ふ
わ
け
に
も
行
か
示
、
迭
に
私

の
所
迄
援
兵
を
乞
ふ
て
来
た
。
そ
の
頃
は
ま
だ
生
活
の
徐
裕
の

あ
っ
た
頃
だ
っ
た
か
ら
、
夜
汽
車
で
、

一
人
ハ
イ

J

ア
ル
ベ
ル
ヒ

へ
出
か
M
り
た
。
汐
見
、
勝
目
岡
氏
は
例
論
、
間
島
先
生
人
よ
ろ

と
ぴ
。
斗
ツ
片
l
ル
バ
ヂ
ミ
ユ
ン
グ
の
柏
村
〈

4
リ
シ
ヤ
の
澗
と

稀
す
る
の
を
呑
み
に
行
っ
た
り
、
街
の
ピ

l
ア
ホ
ー
ル
を
呑
ん

で
廻
っ
た

d

仇
林
の
漣
中
は
是
非
先
生
を
つ
れ
て
来
い
と
の
事
故
、
節
途

を
急
い
で
居
ら
れ
た
先
生
を
伴
っ
て
伯
林
へ
出
荷
担
す
る
事
に
友

っ
た
a

出
設
の
朝
、
ピ
ク
ト
リ
ヤ
ホ
テ
ル
で
行
李
の
用
意
を
し

た
所
が
、
荷
物
が
ふ
え
て
一
寸
入
り
か
h

い
た
。
先
生
は
同
行
の

某
伯
爵
嗣
子
に
君
の
カ
パ
ン
に
少
し
入
れ
て
貰
へ
ぬ
か
と
た
の

ま
れ
た
時
、
某
氏
は
よ
い
返
事
を
し
友
か
っ
た
。
先
生
は
こ
の

某
氏
が
大
分
手
ま
と
ひ
に
友
り
閉
口
し
て
居
た
時
の
事
と
て
、

i阜

憶

丈

例
の
持
前
の
痢
粛
を
起
し
、
憤
然
と
し
て
、
「
何
だ
、
五
高
石
や

十
高
石
の
へ
ツ
ポ
コ
大
名
の
息
子
が
、

と
れ
位
の
も
の
を
入
れ

る
の
が
何
だ
。
濁
語
も
悌
語
も
話
せ
ね
で
、
ど
ち
ら
が
沿
伴
か

分
ら
ね
の
に
辛
棒
し
て
連
れ
て
来
て
や
っ
て
居
る
の
に

Ji--」

私
は
閉
口
し
て
ま
あ
ま
あ
と
左
だ
め
、
無
事
に
伯
林
へ
着
い
も
礼
。

伯
林
で
は
そ
の
頃
津
山
の
京
大
出
身
者
が
居
り
、
大
に
歓
迎
し

た
。
先
生
は
往
年
、
第
七
天
国
で
三
ナ
年
北
内
事
力
行
し
た
事
を

追
憶
さ
れ
、
首
時
の
間
回
準
生
の
生
活
振
り
そ
見
て
、
感
慨

κ鴇

E

h

J

士

J
J
J
o
h
i
h
A
〉
に
(
A
l
h
Tレ
伊
町
三
曜
も

元
手
'
H

，刃
J
4
r
t
1
L
L
4
主

J
J
'
c
-
4
c
〈

4
4
J
'
t
Z
す
'
F
f
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t

て
行
っ
て
や
る
と
い
は
れ
、
大
阪
商
大
の
小
山
田
小
七
教
授
友

εと
共
に
探
し
廻
っ
た
が
、
務
化
の
少
い
仙
川
林
に
も
、
そ
れ
は

潜
り
果
て
、
見
つ
か
ら
友
か
っ
た
。

私
は
毎
朝
早
く
下
山
伯
か
ら
ラ
イ
プ
チ
が

l
プ
ラ
ツ
ツ
の
先
生

の
ホ
テ
ル
迄
日
参
し
た
が
、
そ
の
時
寅
に
感
心
に
思
っ
た
の
は
.

い
つ
で
も
寝
る
時
、
起
き
る
時
に
、
悌
蘭
西
語
の
僻
書
を
枕
頭

に
た
き
、
煩
語
を
暗
請
さ
れ
て
居
た
事
で
あ
る
、
外
国
に
居
る

聞
に
悌
語
を
も
の
に
し
度
い
と
い
っ
て
居
ら
れ
た
。
蹄
朝
後
、

経
済
論
叢
誌
上
に
出
た
、
枇
曾
主
義
に
闘
す
る
悌
語
文
献
の
邦
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憶

文

誇
は
と
の
在
外
中
の
副
産
物
で
る
ら
う
。
又
狽
逸
話
の
曾
話
は

何
と
い
っ
て
も
う
ま
い
も
の
で
、
二
三
年
通
じ
て
伯
林
に
居
る

若
者
も
と
て
も
及
ぼ
中
、
諾
諺
友
ど
手
に
入
っ
た
も
の
で
あ
っ

た
。
昔
の
留
鳳
一
ゐ
品
唱
さ
を
し
の
ば
れ
た
吹
第
で
あ
る
。

先
生
が
伯
林
に
見
え
た
一
頃
、
布
留
し
て
居
た
私
達
の
友
人
が

二
=
一
年
前
陀
伯
林
曾
友
る
も
の
を
京
都
で
催
し
、
た
生
を
招
待

し
た
。
問
洋
を
偲
ぶ
と
い
ふ
意
味
で
、
洋
地
ポ
の

ν
1
l
r
を
や

っ
た
所
が
、
先
生
少
し
不
興
だ
っ
た
。
そ
こ
で
私
は
、
平
素
私

の
最
も
好
む
詩
を
朗
吟
し
た
。
日
く

世
人
結
交
須
賀
金

縦
令
然
詰
暫
相
許

黄
金
不
多
交
不
深

終
是
悠
々
行
路
心

先
生
は
ど
う
せ
ら
れ
た
の
か
、
之
を
誤
解
さ
れ
た
ら
し
い
、

私
を
奔
金
家
、
成
金
者
か
の
如
く
い
は
れ
た
。
私
も
少
々
一
泊
は

ま
は
っ
て
居
た
し
、
大
に
憤
慨
し
、
「
之
れ
位
、
恩
師
を
隼
敬
し

椴
待
し
て
居
る
の
に
、

そ
の
言
は
何
事
だ
」
と
‘
先
生
に
銭
拳

を
加
へ
ん
計
り
の
場
面
が
現
は
れ
た
。
居
並
ぶ
連
中
ピ
ッ
ク
リ

し
て
抑
止
し
、
そ
の
揚
は
無
事
に
す
ん
だ
。
私
は
貸
は
心
外
に

思
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
所
が
、
先
生
は
翌
日
に
-
た
っ
て
態
h
来

第
三
十
九
巻

O 

第

競

ハ、

訪
さ
れ
、
失
言
の
程
を
わ
び
る
と
の
挨
拶
で
あ
っ
た
。
私
は
澗

聞
の
出
来
事
で
は
あ
る
し
、
恐
縮
し
、
穴
あ
ら
ば
這
入
り
度
税

で
あ
っ
た
、
人
間
同
島
と
し
て
の
隼
さ
は
蕊
に
も
あ
っ
た
と
、

今
夏
の
如
く
泊
慕
の
念
巳
み
難
し
。


